
青森市国民健康保険事業特別会計の決算状況等について
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３　平成30年度決算剰余金３６６，１１８千円の発生要因
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○平成30年４月からの国民健康保険の都道府県化に伴い、県が保険給付に要した費用を「国民健康保険
　保険給付費等交付金」として、青森市に全額交付するとともに、本市から「国民健康保険事業費納付
　金」を徴収し、財政収支の全体を管理することとなった。

○上記から、平成30年度決算では、歳出の２款「保険給付費」に対しては、歳入の６款「県支出金」で
　対応し、歳出の８款「国民健康保険事業費納付金」等に対しては、歳入の１款「国民健康保険税」、
　９款「繰入金」等で対応したものである。

○結果として、歳入歳出差引額で決算剰余金が発生したのは、
　・平成29年度の決算剰余金601,010千円を繰越金として、歳入に計上するとともに、歳出の基金積立金
　　に、300,520千円を計上したこと、
　・国保税の収納率（現年度分）が平成30年度と平成29年度で比較すると、前年度対比で0.1ポイント
　　増加したこと、
　が主な要因として挙げられる。
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２　国民健康保険事業財政調整基金の推移

後期高齢者支援金 3,979,518 3,752,414

601,010歳入歳出差引額 △ 204,857

区分

前年度末残高

積立額

取崩額

年度末残高

21,095,477

老人保健拠出金 156

繰上充用金 0 204,857

歳　出　合　計 36,261,320 35,500,011

基金積立金 144,338 0

諸支出金

歳
出

千円 千円

予備費 0 0

介護納付金 1,686,617 1,520,464

共同事業拠出金 7,938,363 7,986,489

国民健康保険事業費納付金 0 0

保健事業費 339,526 328,707

346,671

繰入金 2,939,586 2,765,775

繰越金 288,573 0

諸収入 160,017 219,191

前期高齢者納付金等

歳　入　合　計 36,056,463 35,551,748

総務費 377,075 392,076

保険給付費 21,446,418

123

7,651,152

県支出金 1,682,574 1,741,572

共同事業交付金 8,381,649 8,043,725

財産収入 51 0

１　国民健康保険事業特別会計財政状況

款
平成２７年度 平成２８年度

決算 決算

歳
入

千円 千円

国民健康保険税 5,704,623 5,648,221

使用料及び手数料 3,196 3,260

国庫支出金 9,043,264 8,675,810

療養給付費等交付金 1,057,445 803,042

前期高齢者交付金 6,795,485


